
一
．
は
じ
め
に

　

モ
ン
ゴ
ル
の
牧
畜
民
は
、
一
般
的
に

複
数
の
種
類
の
家
畜
（
ウ
マ
、
ウ
シ
、

ヒ
ツ
ジ
、
ヤ
ギ
、
ラ
ク
ダ
）
を
少
数
世

帯
で
飼
育
し
な
が
ら
季
節
毎
に
ほ
ぼ
定

ま
っ
た
営
地
を
移
動
す
る
牧
畜
を
行
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
災
害
等
に
通

ず
る
気
候
変
化
が
生
じ
た
際
に
は
、
通

常
の
放
牧
範
囲
を
超
え
て
災
害
か
ら
逃

れ
る
「
オ
ト
ル
」
と
よ
ば
れ
る
移
動
を

行
う
。「
オ
ト
ル
」
と
い
う
行
為
に

は
、
災
害
か
ら
逃
れ
る
目
的
の
も
の
の

ほ
か
、
家
畜
を
肥
え
さ
せ
る
目
的
や
、

塩
分
を
家
畜
に
与
え
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
等
様
々
な
も
の
が
あ
る
（
参

考
文
献
①
、
②
）。
な
か
で
も
災
害
避

難
と
し
て
の
オ
ト
ル
は
、
例
え
ば
旱
害

か
ら
逃
れ
、
時
に
は
雪
害
か
ら
逃
れ
る

意
味
を
持
っ
て
お
り
、
モ
ン
ゴ
ル
の
牧

畜
民
に
と
っ
て
「
危
機
」
状
況
を
脱
す

る
経
験
知
か
ら
な
る
行
為
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
オ
ト
ル
は
社
会
主
義
時

代
、
ポ
ス
ト
社
会
主
義
時
代
、
そ
し
て

現
在
と
社
会
体
制
が
変
わ
っ
て
も
常
用

さ
れ
て
き
た
。
と
は
い
え
、
社
会
体
制

の
変
化
に
と
も
な
い
オ
ト
ル
の
形
態
も

少
な
か
ら
ず
変
わ
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
社
会
主
義
時
代
半
ば
に
は
、

オ
ト
ル
用
の
草
地
が
設
置
さ
れ
国
家
管

理
下
に
お
か
れ
た
。
こ
れ
は
ネ
グ
デ
ル

と
い
う
牧
畜
生
産
集
団
化
に
と
も
な

い
、
そ
れ
ま
で
牧
民
個
々
の
判
断
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
オ
ト
ル
が
行
政

管
理
下
に
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
に
由
来
し
て
お
り
、
い
わ
ば
災
害

に
対
す
る
国
家
的
対
応
と
し
て
理
解
で

き
る
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
オ
ト
ル

用
牧
草
地
を
「
非
常
時
利
用
草
地
」
と

呼
び
、
社
会
主
義
時
代
半
ば
か
ら
現
在

ま
で
の
非
常
時
利
用
草
地
の
変
遷
と
現

状
の
課
題
を
報
告
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

　

な
お
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
地
域
は

モ
ン
ゴ
ル
国
ヘ
ン
テ
ィ
県
ヘ
ル
レ
ン
バ

ヤ
ー
ン
ウ
ラ
ー
ン
村
（
以
下
Ｋ
Ｂ
Ｕ
と

記
す
。）
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
が
扱
う

デ
ー
タ
は
、
特
筆
し
な
い
限
り
す
べ
て

二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
三
年
に
か
け

て
現
地
で
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
（
牧

畜
民
、
元
行
政
担
当
者
、
現
行
政
関
係

者
、
農
牧
省
オ
ト
ル
担
当
者
）
に
基
づ

く
。

二
．�

牧
畜
生
産
集
団
化（
ネ
グ
デ
ル
）

時
代
の
非
常
時
利
用
草
地

　

地
元
民
に
よ
る
と
、
Ｋ
Ｂ
Ｕ
周
辺
は

古
く
よ
り
オ
ト
ル
用
地
域
と
し
て
名
を

馳
せ
て
い
た
。
と
り
わ
け
災
害
の
な
か

で
も
雪
害
時
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
冬

季
に
オ
ト
ル
の
家
畜
が
集
ま
っ
て
い

た
。
雪
害
の
発
生
要
因
に
は
、
冬
季
の

雪
の
量
の
ほ
か
夏
季
の
草
原
状
態
が
大

き
く
関
係
す
る
。
と
い
う
の
も
、
夏
季

に
十
分
肥
え
ら
れ
な
か
っ
た
家
畜
は
冬

場
の
草
資
源
の
減
少
に
耐
え
ら
れ
ず
、

死
に
至
る
。
そ
の
た
め
夏
季
の
草
状
態

が
悪
か
っ
た
場
合
、
秋
の
終
わ
り
に
良

質
な
草
原
へ
移
動
す
る
こ
と
が
雪
害
対

策
と
な
る
。
そ
の
移
動
先
と
し
て
適
し

た
場
所
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
が
Ｋ
Ｂ

Ｕ
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
Ｋ
Ｂ
Ｕ
が
非
常
時
利
用
草
地
と

し
て
制
度
化
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
避

難
家
畜
に
与
え
る
た
め
の
乾
草
製
造
を

行
う
オ
ト
ル
用
乾
草
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

設
立
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

一
九
六
一
年
、
国
家
大
会
議
の
一
七
五

号
に
て
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
設
立
の
為
に
、
無
人
地
帯
で

あ
っ
た
当
該
地
域
に
乾
草
製
造
に
か
か

わ
る
労
働
者
が
集
め
ら
れ
村
が
作
ら
れ

た
。
村
の
設
立
実
態
や
乾
草
製
造
の
活

動
内
容
は
別
稿
に
譲
る
が
（
参
考
文
献

③
）、
こ
の
オ
ト
ル
用
乾
草
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、
乾
草
製
造
の
ほ
か
に
オ

ト
ル
に
来
た
牧
畜
民
へ
の
対
応
と
い
う

重
要
な
任
務
が
あ
っ
た
。

　

社
会
主
義
時
代
に
そ
の
地
で
オ
ト
ル

を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
ド
ン
ド
ゴ

ビ
県
の
牧
畜
民
に
よ
る
と
、
夏
季
の
草

原
の
質
が
悪
い
場
合
、
ネ
グ
デ
ル
長
と

移
動
先
の
組
織
長
の
間
で
オ
ト
ル
の
契

約
が
結
ば
れ
る
。
そ
の
後
通
常
一
一
月

に
出
産
予
定
家
畜
以
外
を
連
れ
て
Ｋ
Ｂ

Ｕ
に
向
け
て
出
発
し
、
越
冬
後
三
月
八

日
前
後
に
地
元
に
戻
っ
て
お
り
、
ド
ン

ド
ゴ
ビ
県
、
ド
ル
ノ
ゴ
ビ
県
、
ヘ
ン

中
村
知
子

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
非
常
時
利
用
草
地
制
度

― 
そ
の
変
容
と
課
題 

―

特 

集 

生
態
危
機
と
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ 

― 

フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

―
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テ
ィ
県
、
ト
ゥ
ブ
県
な
ど
か
ら
人
々
が

訪
れ
て
い
た
。

　

一
九
六
五
年
よ
り
Ｋ
Ｂ
Ｕ
で
獣
医
と

し
て
働
い
て
い
た
Ｂ
氏
に
よ
る
と
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
設
立
初
期
に
あ
た
る
一
九

六
六
年
ご
ろ
か
ら
、
井
戸
採
掘
や
家
畜

囲
い
整
備
等
の
オ
ト
ル
用
牧
草
地
を
改

善
さ
せ
る
活
動
が
始
ま
っ
た
と
い

う
⑴

。
ま
た
、
オ
ト
ル
に
来
た
牧
畜
民

の
家
畜
を
診
る
仕
事
も
担
っ
て
お
り
、

住
民
総
出
で
オ
ト
ル
地
域
の
環
境
整
備

に
携
わ
っ
て
い
た
。

　

一
九
七
四
年
に
な
る
と
、
オ
ト
ル
用

乾
草
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
国
営
農
場
化
が

決
ま
り
、
予
算
も
増
加
し
活
動
範
囲
も

拡
大
し
た
。
同
時
期
、
行
政
内
部
に
オ

ト
ル
管
理
部
署
が
出
来
、
専
門
家
が
揃

い
、
ま
た
オ
ト
ル
の
牧
畜
民
も
そ
れ
ぞ

れ
自
分
の
県
か
ら
獣
医
や
医
者
を
連
れ

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
行
政
の

オ
ト
ル
担
当
者
も
オ
ト
ル
期
間
中
非
常

時
利
用
草
地
に
常
駐
し
て
い
た
た
め
、

基
本
的
社
会
サ
ー
ビ
ス
は
非
常
時
利
用

草
地
内
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三
．
制
度
の
崩
壊
と
人
々
の
対
応

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
社
会
主
義
時
代

に
は
緊
急
時
の
牧
草
地
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
た
非
常
時
利
用
草
地
は
、
社
会

主
義
の
崩
壊
と
と
も
に
消
滅
す
る
。
そ

し
て
そ
れ
ま
で
オ
ト
ル
管
理
も
担
っ
て

い
た
国
営
農
場
は
一
九
九
一
年
に
崩
壊

し
、
行
政
レ
ベ
ル
と
し
て
も
単
な
る
村

と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
制
度
は

崩
壊
し
て
も
人
々
の
記
憶
と
経
験
は
継

続
す
る
。
そ
の
た
め
、
ひ
と
た
び
災
害

と
な
る
と
大
量
の
牧
畜
民
が
「
良
質
な

オ
ト
ル
用
牧
草
地
」
と
い
う
記
憶
を
頼

り
に
Ｋ
Ｂ
Ｕ
へ
移
動
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
地
元
の
人
は
当
時
の
無
秩
序
状
態

を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
好
き
勝
手
に
人
が
移
動
し
て
き

て
、
好
き
勝
手
に
牧
草
地
を
使
い
、
好

き
な
時
に
出
て
行
っ
た
。
戻
る
人
も
い

れ
ば
戻
ら
な
い
人
も
い
た
。
出
産
時
期

前
に
仕
方
な
く
帰
る
牧
民
も
い
た
。
当

時
は
オ
ト
ル
で
来
た
牧
畜
民
を
把
握

（
管
理
：
筆
者
注
）
す
る
人
は
い
な

か
っ
た
。」

　
「
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の

雪
害
が
酷
か
っ
た
時
、
も
の
す
ご
く
苦

し
か
っ
た
。
丁
度
村
長
を
や
っ
て
い
た

と
き
で
、
牧
民
が
次
々
と
や
っ
て
き

て
、
○
○
県
の
△
△
村
の
牧
畜
民
が
私

の
冬
営
地
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
類
の

放
牧
地
を
巡
る
相
談
が
あ
っ
た
。
し
か

し
自
分
は
オ
ト
ル
の
責
任
担
当
者
で
は

な
か
っ
た
た
め
、
口
だ
し
は
せ
ず
、
お

互
い
話
し
て
解
決
す
る
よ
う
に
促
し

た
。」

　

ま
た
、
別
の
地
元
民
に
よ
る
と
、
酷

い
時
に
は
年
間
二
五
万
〜
三
〇
万
頭
の

家
畜
が
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
滞
在
す
る

こ
と
も
あ
り
、
牧
草
地
の
破
壊
が
す
す

ん
だ
と
い
う
。
例
え
ば
草
原
状
態
の
指

標
と
な
っ
て
い
る
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル

内
に
生
え
て
い
る
草
の
種
類
も
、
二
〇

〇
〇
年
代
は
じ
め
に
は
四
種
類
位
ま
で

減
っ
た
と
い
う
。
健
康
な
草
原
で
あ
れ

ば
一
三
種
類
の
草
が
生
え
る
そ
う
だ

が
、
現
在
は
六
、
七
種
類
ま
で
回
復
し

て
い
る
。
勿
論
自
然
環
境
の
悪
化
の
要

因
に
は
気
候
変
化
等
様
々
な
因
子
を
想

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
量
の
牧
畜

民
の
流
入
が
自
然
環
境
を
破
壊
し
た
と

は
い
え
な
い
。
し
か
し
地
元
民
の
認
識

で
は
、
草
原
の
悪
化
と
無
管
理
状
態
の

オ
ト
ル
が
関
連
付
け
て
解
釈
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
様
な
草
原
悪
化
に
危
機
感
を
抱

い
た
地
元
民
は
、
当
時
の
村
長
を
中
心

と
し
て
国
に
草
原
管
理
を
働
き
か
け
た

と
い
う
。
当
時
農
牧
省
の
大
臣
で
あ
っ

た
テ
ル
ビ
シ
ダ
ウ
ガ
氏
（
現
在
の
国
家

副
議
長
）
が
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
に
現

状
視
察
に
来
た
際
に
は
、
村
長
ら
が

“
Ｋ
Ｂ
Ｕ
が
無
法
地
帯
・
無
管
理
状
態

に
あ
る
こ
と
”
を
指
摘
し
、
国
家
組
織

の
下
で
管
理
さ
れ
る
必
要
性
を
訴
え

た
。
ま
た
、
ナ
サ
ン
ジ
ャ
ル
ガ
ル
氏
が

大
臣
で
あ
っ
た
時
代
に
開
催
さ
れ
た
オ

ト
ル
関
係
の
会
議
（
ゴ
ビ
ス
ン
ベ
ル
県

で
開
催
）
の
際
に
も
村
長
が
熱
心
に
草

原
状
態
の
現
状
を
伝
え
た
と
い
う
。
こ

の
様
な
地
元
民
の
努
力
が
実
を
結
び
、

二
〇
〇
七
年
九
月
に
政
府
決
定
が
下
さ

れ
、
食
糧
農
産
省
、
農
牧
省
管
轄
下
に

非
常
時
利
用
草
地
関
係
の
小
組
織
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四
．
新
制
度
の
設
立
と
そ
の
内
容

　

二
〇
〇
七
年
に
非
常
時
利
用
草
地
関

係
の
小
組
織
が
設
置
さ
れ
た
の
を
受

け
、
現
在
で
は
全
国
に
非
常
時
利
用
草

地
を
設
置
す
る
発
展
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
決
定
さ
れ
た
非
常
時
利
用
草
地
の
場

所
は
、
ほ
ぼ
社
会
主
義
時
代
に
非
常
時

利
用
草
地
と
な
っ
て
い
た
場
所
と
重

な
っ
て
お
り
、
社
会
主
義
時
代
の
制
度

を
意
識
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
個

別
事
例
と
し
て
の
Ｋ
Ｂ
Ｕ
で
の
具
体
的

活
動
に
関
し
て
は
後
に
記
す
と
し
、
ま

ず
、
国
が
行
っ
た
発
展
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
“
県
間
オ
ト
ル
牧
草
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
”
に
関
し
簡
単
に
述
べ
よ
う
。

　
“
県
間
オ
ト
ル
用
牧
草
地
”
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
非
常
時
利
用
草
地
小
組
織

の
結
成
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
二
〇
一
一

年
か
ら
二
〇
一
七
年
に
か
け
て
実
施
さ

れ
て
い
る
。
財
源
は
国
家
予
算
の
ほ
か

地
方
予
算
、
個
人
や
企
業
、
団
体
の
投

資
、
外
資
や
国
際
機
関
の
無
償
援
助
等

を
利
用
し
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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の
目
的
は
、
①
オ
ト
ル
領
域
内
の
牧
草

地
の
利
用
、
管
理
・
保
護
を
改
善
、
ま

た
そ
れ
に
と
も
な
う
諸
問
題
を
解
決
す

る
た
め
の
法
的
環
境
整
備
、
②
オ
ト
ル

地
域
の
牧
草
地
の
状
況
を
判
定
・
測
定

し
、
合
理
的
に
利
用
し
、
管
理
・
保
護

し
、
改
善
・
復
興
さ
せ
、
牧
草
貯
蔵
地

域
を
新
た
に
確
定
す
る
た
め
の
活
動
強

化
、
③
オ
ト
ル
地
域
の
牧
草
地
の
水
供

給
改
善
、
④
オ
ト
ル
地
域
に
お
け
る
牧

草
、
飼
料
の
備
蓄
、
家
畜
群
の
自
然
災

害
時
に
耐
え
る
体
力
・
適
応
力
を
強

化
、
⑤
オ
ト
ル
実
施
中
の
牧
民
た
ち
に

快
適
な
社
会
環
境
を
提
供
（
教
育
サ
ー

ビ
ス
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
等
）
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
達
成
目
標

も
設
定
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
県
間

オ
ト
ル
用
牧
草
地
は
二
〇
一
二
年
ま
で

に
一
二
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
二
〇
一
六

年
ま
で
に
二
四
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で

増
や
す
こ
と
が
成
果
目
標
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
る
（
こ
の
数
値
は
モ
ン
ゴ
ル

の
牧
草
地
総
面
積
の
一
〇
％
に
相
当
す

る
）。
そ
の
ほ
か
オ
ト
ル
用
牧
草
地
地

域
境
界
の
標
識
を
二
〇
一
二
年
ま
で
に

六
〇
〇
個
、
二
〇
一
六
年
ま
で
に
八
〇

〇
個
設
置
す
る
と
し
（
写
真
1
・
2
）、

ま
た
新
井
戸
も
二
〇
一
二
年
ま
で
に
四

九
基
、
二
〇
一
六
年
ま
で
に
一
三
四
基

と
す
る
な
ど
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
Ｋ
Ｂ
Ｕ
で
も
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
方
針
に
基
づ
き
村
内
の
一
部

の
土
地
が
非
常
時
利
用
草
地
と
な
り
、

農
牧
省
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
管
理
を
担
っ
て
い
る
の

が
、
二
〇
〇
七
年
九
月
一
七
日
に
責
任

者
と
し
て
任
命
さ
れ
た
村
民
Ｇ
氏
で
あ

る
。
彼
は
牧
草
地
の
利
用
方
法
等
の
研

修
を
受
け
た
う
え
で
牧
草
地
の
管
理
を

行
っ
て
お
り
、
彼
の
ほ
か
、
助
手
と
見

張
り
人
を
含
め
三
人
で
業
務
を
遂
行
し

て
い
る
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
オ
ト
ル
の

受
け
入
れ
業
務
の
ほ
か
、
牧
畜
民
の
生

活
を
一
軒
一
軒
訪
ね
て
確
認
し
た
り
、

井
戸
の
稼
働
や
盗
難
被
害
の
チ
ェ
ッ
ク

や
、
関
連
設
備
（
石
の
家
畜
囲
い
等
）

の
建
設
を
行
っ
て
い
る
。
Ｇ
氏
に
よ
る

と
、
二
〇
〇
七
年
以
降
Ｋ
Ｂ
Ｕ
で
は
一

一
月
一
日
〜
四
月
一
日
ま
で
オ
ト
ル
の

牧
畜
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
受
け
入

れ
に
あ
た
り
、
毎
年
秋
に
オ
ト
ル
希
望

の
牧
畜
民
が
県
に
届
け
を
出
し
、
一
〇

月
初
め
ご
ろ
に
県
が
農
牧
省
の
県
間
オ

ト
ル
本
部
に
希
望
を
伝
え
る
。
具
体
的

に
は
、「
県
の
○
○
ソ
ム
の
何
世
帯
、

何
頭
の
家
畜
が
今
年
Ｋ
Ｂ
Ｕ
で
冬
を
過

ご
し
た
い
と
要
望
し
て
い
る
」
と
農
牧

省
に
要
請
を
出
し
、
そ
の
要
請
を
受

け
、
Ｋ
Ｂ
Ｕ
に
移
動
希
望
の
ソ
ム
長
や

バ
グ
の
長
が
来
て
会
議
を
行
う
。
そ
し

て
そ
の
オ
ト
ル
会
議
で
Ｋ
Ｂ
Ｕ
の
草
状

態
と
県
の
要
望
を
併
せ
、
受
入
の
調
整

を
行
う
。
こ
の
手
順
は
社
会
主
義
時
代

の
そ
れ
と
大
変
よ
く
似
て
い
る
。
ま

た
、
家
畜
頭
数
に
応
じ
て
牧
草
使
用
料

金
を
徴
収
す
る
の
も
任
務
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
。

五
．
浮
か
び
上
が
る
問
題

　

こ
の
様
に
社
会
主
義
時
代
の
非
常
時

利
用
草
地
を
踏
襲
、
再
構
築
す
る
形
で

実
施
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
環
境

改
善
の
面
で
評
価
を
得
て
い
る
一
方

で
、
新
た
な
問
題
も
生
ん
だ
。
Ｋ
Ｂ
Ｕ

の
現
村
長
か
ら
は
、
オ
ト
ル
に
来
た
牧

畜
民
の
社
会
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
か
か

わ
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
で
は
Ｋ
Ｂ
Ｕ
は
単
な
る
一
行
政

村
で
あ
り
、
オ
ト
ル
に
来
た
牧
畜
民
の

社
会
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
引
き
受
け
る
業

務
は
担
っ
て
い
な
い
。
先
に
挙
げ
た

“
県
間
オ
ト
ル
牧
草
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”

計
画
に
は
、
社
会
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
も

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
す
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
現

状
は
、
オ
ト
ル
に
来
た
牧
畜
民
の
医
療

や
教
育
に
か
か
わ
る
サ
ー
ビ
ス
を
村
が

サ
ポ
ー
ト
せ
ざ
る
得
な
い
状
況
だ
と
い

う
。
例
え
ば
、
オ
ト
ル
に
来
た
牧
畜
民

が
体
調
を
崩
し
た
際
、
彼
ら
は
す
べ
て

Ｋ
Ｂ
Ｕ
に
支
援
要
請
を
求
め
る
。
実
際

に
最
近
救
急
車
等
を
出
動
さ
せ
、
雪
の

写真 1　ヘルレンバヤーンウラーン草原から村を望む（2012 年 9 月　モ
ンゴル国ヘンティ県ヘルレンバヤーンウラーンにて筆者撮影）

写真 2　オトル用牧草地地域境界（非常時利用草地境界）を示す看板
（2012 年 9 月　モンゴル国ヘンティ県ヘルレンバヤーンウラーンにて筆
者撮影）
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な
か
で
立
ち
往
生
し
た
牧
畜
民
を
レ
ス

キ
ュ
ー
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
い

う
。
し
か
し
、
村
内
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
賄
う
医
療
費
は
、
村
民
の
人
数
に
応

じ
た
、
い
わ
ば
村
民
の
為
の
医
療
サ
ー

ビ
ス
分
し
か
支
払
わ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
、
経
費
（
救
急
車
の
ガ
ソ
リ
ン

代
等
）
は
全
て
村
内
の
予
算
で
賄
っ
て

い
る
。
Ｋ
Ｂ
Ｕ
の
村
政
府
関
係
者
は
、

「
非
常
時
利
用
草
地
の
領
域
は
村
内
領

域
に
入
っ
て
入
る
が
、
管
轄
は
農
牧
省

が
行
う
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
き
た
オ

ト
ル
の
人
も
我
々
の
村
民
で
は
な
い
。」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
い
わ
ば

無
償
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
の
が
Ｋ
Ｂ
Ｕ
村
政
府
関
係
者
の
言
い

分
で
あ
る
。
一
方
で
八
〇
歳
代
の
村
民

か
ら
は
、
オ
ト
ル
に
来
た
牧
畜
民
の
所

属
す
る
県
が
、
村
や
村
長
に
対
し
金
品

で
使
用
料
金
相
応
の
贈
与
を
行
っ
て
い

る
と
の
話
が
聞
か
れ
た
が
、
こ
れ
は
公

的
な
も
の
で
は
な
く
私
的
な
贈
与
で
あ

り
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
村
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
対
す
る
返
礼
と
解
釈
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
国
家
予
算
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
内
の
目
標
で
あ
る
「
教
育
や
文
化
や

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
拡
大
」
は
、
実

際
に
は
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

ま
た
、
牧
草
地
使
用
料
に
関
し
て
も

徴
収
の
難
し
さ
が
問
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
オ
ト
ル
に

来
る
牧
畜
民
に
は
少
な
か
ら
ず
雇
わ
れ

牧
民
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
雇

い
主
と
の
間
で
牧
草
地
使
用
料
に
関
す

る
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
多
く
、
結
局
徴
収
が
出
来
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
牧
草
地
使
用

料
は
農
牧
省
独
自
で
決
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
法
的
拘
束
力
が
な
い
点
も
徴

収
が
難
し
い
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
新
た
に
非
常
時
利
用
草

地
と
し
て
設
定
さ
れ
た
チ
レ
ン
・
フ
フ

デ
ル
で
は
、
制
度
に
伴
う
異
な
っ
た
問

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
通
常
非
常
時

利
用
草
地
で
は
草
原
の
状
態
を
管
理
す

る
た
め
に
、
冬
季
以
外
の
家
畜
立
ち
入

り
を
禁
止
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
制
度

執
行
以
前
か
ら
そ
の
場
所
を
通
常
の
放

牧
地
と
し
て
利
用
し
て
い
た
牧
畜
民
へ

立
退
き
を
命
じ
て
い
る
例
も
あ
る
。
し

か
し
彼
ら
に
と
っ
て
立
退
き
は
納
得
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
不
満
を
持
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
問
題
が
生
じ
て

い
る
の
が
現
在
の
非
常
時
利
用
草
地
制

度
の
実
態
で
あ
る
。

六
．
お
わ
り
に

　

モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
オ
ト
ル
は
冬
季

の
家
畜
死
を
防
ぐ
重
要
な
手
段
で
あ
っ

た
。
特
に
ネ
グ
デ
ル
形
成
以
降
は
組
織

的
に
移
動
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
受
入
先

も
組
織
化
さ
れ
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が

整
え
ら
れ
て
非
常
時
利
用
草
地
制
度
と

し
て
確
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し

て
社
会
主
義
崩
壊
と
と
も
に
消
滅
し
た

制
度
は
、
土
地
荒
廃
を
危
惧
す
る
地
元

民
の
訴
え
に
よ
り
再
度
新
制
度
化
さ
れ

た
も
の
の
、
そ
の
実
施
に
お
い
て
諸
問

題
を
含
ん
で
い
る
事
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。

　

こ
の
様
に
、
通
時
的
に
変
容
過
程
を

追
っ
て
い
く
と
、
生
じ
て
い
る
問
題
に

は
「
社
会
体
制
の
断
絶
と
社
会
認
識
の

継
続
」
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
例
え
ば
、
社
会
主
義
時
代
の
崩
壊

と
と
も
に
制
度
は
“
断
絶
”
す
る
。
し

か
し
そ
の
一
方
で
「“
オ
ト
ル
地
域
”

と
し
て
の
Ｋ
Ｂ
Ｕ
」
と
い
う
、
社
会
主

義
時
代
か
ら
の
人
々
の
認
識
は
“
継

続
”
し
て
保
た
れ
、
オ
ト
ル
牧
畜
民
の

集
中
を
生
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
五
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
社
会

サ
ー
ビ
ス
提
供
面
に
み
ら
れ
る
問
題

も
、「
社
会
主
義
の
崩
壊
と
共
に
オ
ト

ル
担
当
行
政
と
し
て
の
村
の
役
割
は
終

了
し
た
」
と
“
断
絶
性
”
を
強
調
す
る

村
長
の
意
識
に
対
し
、
社
会
主
義
時
代

と
同
様
現
在
の
Ｋ
Ｂ
Ｕ
に
社
会
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
求
め
て
い
る
牧
畜
民
の
意
識

に
は
“
社
会
主
義
時
代
か
ら
の
継
続

性
”
が
あ
る
。
ま
た
、“
断
絶
性
”
を

強
調
し
な
が
ら
も
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
村

政
府
関
係
者
の
対
応
は
“
社
会
主
義
時

代
に
担
っ
て
い
た
オ
ト
ル
地
域
と
し
て

の
認
識
”
の
継
続
性
に
よ
っ
て
為
さ
れ

て
い
る
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。

　

こ
の
様
に
、
モ
ン
ゴ
ル
の
牧
畜
民
に

と
っ
て
の
災
害
対
策
は
、「
移
動
す
る
」

と
い
う
最
も
重
要
な
要
素
を
維
持
し
つ

つ
変
容
し
、
現
在
で
は
社
会
体
制
の
断

絶
と
人
々
の
意
識
の
継
続
の
は
ざ
ま
で

折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
実
践
に
至
っ

て
き
た
の
が
実
情
な
の
で
あ
る
。

（
な
か
む
ら　

と
も
こ
／
茨
城
キ
リ
ス
ト

教
大
学
兼
任
講
師
）

《
注
》

⑴�

例
え
ば
毎
年
六
〇
頭
の
家
畜
を
収
容
で
き

る
家
畜
囲
い
を
作
る
等
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

行
っ
て
い
た
。
こ
の
様
な
活
動
は
一
九
八

五
年
ま
で
毎
年
継
続
さ
れ
、
そ
の
結
果
合

計
一
七
八
個
の
屋
根
付
家
畜
囲
い
、
二
八

カ
所
の
深
井
戸
、
三
四
カ
所
の
短
い
煙
突

の
あ
る
井
戸
（
カ
ー
シ
カ
と
い
う
）
が
稼

働
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
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